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兵庫洋大同窓会40年から５０年へ案内-201４

洋上大学の歩み展 但馬地区同窓会 期間：2014年５月27日から６月10日迄
会場：養父公民館

５月22日 事前準備の様子

開催後の様子
５月28日 神戸新聞に記事が載りました
５月29日 朝日新聞に記事が載りました

残りの期間はわずかですが
是非、お立ち寄り下さい
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県内から1万人海外研修40年の歴史
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パネルなど展示「若い人も参加して」
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ウナギの稚魚を放す園児たち＝香美町村岡区大洋

1
9
7
1
（
昭
和
4
6
）
年
に
始
ま
り
、
県
内
か

ら
延
べ
1
万
人
の
青
年
た
ち
が
海
外
研
修
を
行
っ

た
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
の
歴
史
を
紹
介
す
る

「
洋
上
大
学
の
歩
み
展
」
が
2
7
日
、
義
父
公
民
館

（
養
父
市
広
谷
）
で
始
ま
っ
た
。
近
畿
全
域
か
ら

参
加
者
を
募
っ
て
い
た
こ
ろ
や
最
近
の
様
子
ま

で
、
開
催
年
ご
と
に
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
、
参
加
し

た
O
B
や
O
G
が
訪
れ
て
は
懐
か
し
そ
う
に
見
つ

め
て
い
る
。
謹
或
（
三
上
彰
規
）

園

わ
が
青
春
の
洋
上
大
学

同
大
学
但
馬
地
区
同
窓
　
海
外
で
の
見
識
を
広
め
て

会
の
主
催
。
著
者
た
ち
に
　
も
ら
う
こ
と
や
、
船
旅
で

臆
養
父
で
「
歩
み
展
」
臆

t
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仲
間
を
増
や
す
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
き
た
。
名

称
や
参
加
地
域
の
変
更
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
が
あ

っ
て
、
現
在
も
兵
庫
県
洋

上
大
学
養
成
塾
と
し
て
継

続
し
て
い
る
。

展
示
は
パ
ネ
ル
の
ほ
か

に
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
だ
っ
た

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
写
真
、
個

人
会
員
の
ア
ル
バ
ム
な
ど

が
あ
り
、
洋
上
大
学
の
思

い
出
が
よ
み
が
え
る
。
但

馬
地
区
同
窓
会
の
村
上
隆

司
代
表
は
「
思
い
出
を
懐

か
し
む
だ
け
で
な
く
、
若

い
人
に
も
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
午

前
9
時
か
ら
午
後
1
0
時
ま

で
（
日
曜
は
同
5
時
ま

で
）
。
無
料
。
6
月
1
0
日

ま
で
。
月
曜
休
館
。

参
加
し
た
O
B
や
O
G
が
見
学

に
訪
れ
る
「
洋
上
大
学
の
歩
み

展
」
＝
養
父
公
民
館

販
売
を
記
念
し
て
、
先
着

2
0
人
の
希
望
者
に
金
魚

（
ら
ん
ち
ゅ
う
）
を
2
匹

ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
＝

写真。一
昨
年
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
m
墜
死
初
日
の
開
店

も
ら
え
な
い
の
か
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い

だ
と
い
う
。
今
年
は
同
郵

便
局
で
飼
育
し
て
い
る
金

魚
を
繁
殖
さ
せ
、
先
着
2
0

人
分
（
約
4
0
匹
）
を
用
意

した。

弓
，
〇
〇
〇

V
上
l
m
r

営
業
は
午
前
9
時
か

ら
。
同
郵
便
局
℡
0
7
9

6
・
4
－
2
・
0
0
5
0

（
三
上
彰
規
）

香
美
町
村
岡
区
入
江
、

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
の
園
児

た
ち
が
2
7
日
、
近
く
の
矢

田
川
に
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
を

放
し
た
。
園
児
た
ち
は
、

放
流
し
た
後
、
「
大
き
く

育
っ
て
」
と
声
を
か
け
て

見
送
っ
て
い
た
。

矢
田
川
漁
協
射
添
支
部

取
り
温
ん
で
ハ

る
事
業
で
、
園
児
に
自
然

の
豊
か
さ
や
命
の
大
切
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

狙
い
。
稚
魚
は
5
0
登
別
後

で
、
組
合
が
放
流
す
る
約

千
匹
の
う
ち
1
0
0
匹
を

園
児
た
ち
が
放
し
た
。

参
加
し
た
園
児
は
3
～

5
歳
の
1
7
人
。
園
児
た
ち

ま
フ
ナ
羊
に
敬
っ
て
み
そ

後
、
2
班
に
分
か
れ
て
川

岸
に
並
ん
で
、
バ
ケ
ツ
に

入
れ
た
稚
魚
を
そ
っ
と
川

に
放
し
て
い
た
。

濡
村
芽
唯
ち
ゃ
ん
（
4
）

は
「
ウ
ナ
ギ
は
ぬ
る
ぬ
る

し
て
い
た
。
大
き
く
育
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

た
。
　
（
小
日
向
務
）

養
父
市

ダ
ー
は
5

月
ま
で
、

し
む
1
品

メ
ニ
ュ
ー

1
品
を
出

ニ
ュ
ー
は

秘
焼
き
」

は
八
鹿
地

賞
味
。
グ
ー
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美
方
大
納
言
小
豆
を
使
っ
た
「
赤
飯

の
素
」
の
セ
ッ
ト
＝
新
温
泉
町
子
谷

0
4
6
0
）
へ
。

災
害
時
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

県
、
派
遣
チ
ー
ム
整
備
へ

災
害
時
に
、
被
災
し
た
精
神

科
病
院
の
患
者
対
応
や
、
地
元

で
保
健
医
療
に
携
わ
る
人
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
担
う
「
災
害
派

遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
」
　
（
D
P

A
T
）
を
、
県
が
整
備
す
る
。

国
の
施
策
に
連
動
し
た
取
り
組

み
。
今
年
度
中
に
態
勢
を
整

え
、
研
修
を
通
し
て
い
ざ
と
い

う
時
の
派
遣
に
構
え
る
。

県
障
雷
福
祉
課
に
よ
る
と
、

チ
ー
ム
は
椅
神
科
医
や
吾
輩

師
、
臨
床
心
理
士
ら
5
人
ほ
ど

で
構
成
。
被
災
し
た
都
道
府
県

の
要
請
で
派
遣
、
数
チ
ー
ム
が

1
週
間
程
度
で
交
代
し
な
が
ら

数
週
間
～
数
カ
月
活
動
す
る
。

精
神
秘
病
院
の
患
者
移
送
や
、

精
神
科
医
療
機
関
の
被
災
で
受

診
で
き
な
く
な
っ
た
患
者
へ
の

対
応
、
被
災
者
の
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
（
P
T
S
D
）
の

予
防
な
ど
、
活
動
は
幅
広
い
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
全
国

の
自
治
体
や
大
学
な
ど
か
ら
派

遣
さ
れ
た
多
く
の
「
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
チ
ー
ム
」
が
被
災
地
に
入

っ
た
。
厚
生
労
働
省
が
主
に
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
っ
た

が
、
質
の
ば
ら
つ
き
や
、
支
援

先
の
偏
り
な
ど
、
課
題
も
あ
っ

た
。
精
神
科
病
院
の
入
院
患
者

を
移
送
す
る
際
、
混
乱
の
な
か

で
、
移
動
中
に
濫
状
が
悪
化
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
D
P
A

T
は
こ
う
し
た
反
省
か
ら
、
国

で
検
討
さ
れ
て
き
た
。

阪
神
大
震
災
を
経
験
し
た
兵

麿
で
は
、
医
療
者
の
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
へ
の
関
心
も
高
い
。
東
日

本
大
震
災
で
も
即
席
で
組
ん
だ

混
成
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
一
今
年
度
は
あ
ら
か
じ
め
県

（
藤
本
欠
格
）

巽
西
圧
倒
物
き
み
一
級
」
¢
カ

で
田
植
え
の
体
験
を
し
た
臣

内
伽
カ
所
の
精
神
科
病
院
に
呼

び
か
け
て
登
録
し
て
も
ら
う
。

秋
以
降
に
研
修
も
実
施
し
、
よ

り
質
の
高
い
活
動
を
目
指
す
。

「
ひ
ょ
う
ご
D
P
A
T
」
の

統
括
役
に
な
る
加
藤
寛
・
県
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
は

「
被
災
地
の
人
た
ち
が
最
も
頼

る
の
は
、
地
元
の
保
健
師
や
ヘ

ル
パ
ー
ら
。
彼
ら
が
匪
れ
す
ぎ

な
い
よ
う
に
、
支
援
者
を
支
援

す
る
こ
と
も
活
動
の
大
き
な
柱

に
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。

（
下
司
佳
代
子
）

「
洋
上
大
学
」
4
0
年

同
窓
会
が
展
示
会

養
父
公
民
館

4
0
年
以
上
続
く
県
青
年
洋
上

大
学
の
歩
み
を
振
り
返
る
星
ホ

会
が
2
7
日
、
養
父
市
広
谷
の
養

父
公
民
館
で
始
ま
っ
た
。
同
大

学
但
馬
地
区
同
窓
会
の
主
催

で
、
6
月
1
0
日
ま
で
。
無
料
。

展
示
品
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
海
外
研
修
船
」
を
振
り
返
る

資
粗
や
写
真
ア
ル
バ
ム
、
参
加

者
が
着
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
T
シ

ャ
ツ
な
ど
。
．
養
父
市
建
屋
の
農

業
村
上
隆
司
さ
ん
（
5
3
）
や
そ
の

先
輩
の
参
加
者
ら
が
保
有
し
で

き
た
資
料
を
中
心
に
そ
ろ
え

た
。
「
洋
上
大
学
を
広
く
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
但
馬
地
域
で

は
初
め
て
企
画
し
た
」
と
村
上

さ
ん
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
公

民
館
（
0
7
9
・
6
6
4
・
1

1
4
1
）
へ
。

川
西
P
u
r
e
S

全
国
大
会
出
場
へ

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
県
予
選

第
4
5
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
大
会

（
県
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
、
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、

朝
日
新
聞
社
主
催
）
が
2
8
日
、

神
戸
市
中
央
区
の
市
立
中
央
体

育
館
で
開
か
れ
た
。
決
勝
で
は

川
西
P
u
r
e
S
（
川
西
市
）

が
K
O
B
A
T
0
（
西
富
市
）

を
2
－
0
で
破
り
優
勝
し
た
。

川
西
P
u
r
e
S
は
7
月
2
5

～
2
8
日
に
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
金
沢
市
）
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す

る。
川
西
P
u
r
e
S
は
創
部
4

年
目
で
、
昨
年
は
3
位
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
篠
崎
美
登
里
さ
ん

（
4
9
）
は
「
各
自
、
自
分
の
仕
草

が
で
き
た
。
（
優
勝
は
）
信
じ

ら
れ
な
い
が
、
ぼ
っ
と
し
て
い

る
」
と
語
り
、
全
国
大
会
に
向

l
ブ
て
「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
也

必
死
に
ボ
ー
ル
を
落
と
さ
な

よ
う
に
1
戦
ず
つ
戦
い
た
い
一

と
話
し
た
。

準
優
勝
し
た
K
O
B
A
T

ル
大
会
に
出
場
す
る
。

鰭
某
は
次
の
通
り
。

▽
1
回
戦
　
ハ
ー
テ
ィ
ー

豊
富
S
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▽
川
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P
u
r
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星
和
合
ク
ラ
ブ
∇
網
干
ビ
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ク
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ブ
2
－
0
三
木
自
由
が

S
U
N
ク
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ブ
2
－
0
中
央

上
甲
子
園
2
－
0
花
梨
▽
垂

2
－
1
加
古
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ク
ラ
ブ
▽
若

2
－
1
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
▽
K

O
2
－
0
大
的
ク
ラ
ブ

▽
2
回
戦
　
川
西
P
u
r
e
S
C
－

0
ハ
ー
テ
ィ
ー
ズ
▽
S

1
1
網
干
ビ
ュ
ー
テ
ィ

同
業
議

甲
子
園
2
－
0
垂
水
ク
ラ
ブ
▽
K
（

A
T
0
2
－
0
若
草
ク
ラ
ブ

1
謂
㌍
講
評
鎌

1
S
U
N
ク
ラ
ブ
▽
K
O
B
A
T

－
0
上
甲
子
園

▽
決
勝

用
語
u
2
奮
常
設

▽
3
位
決
定
戦

発
N
ク
2
（
腎
等
上
申
エ


